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世界は、容易に答えを出すことのできない問いで溢れています。世界中の多くの人々が、こう

した問いをめぐって日々格闘しながら研究を行ってきました。そうした研究の成果は、現在私たち

が利用することのできる知識の集積を形成しています。一方で、現代の世界では知識が高度

化・多様化した結果、こうした知識へのアクセスには一定の基盤を身につけることが必要とされ

ています。それは、知識へのアクセスに必要な外国語能力であり、専門分野ごとに必要とされる

「ものの見方」や分析の手法であったりします。

大学院は、皆さんお一人お一人が関心を持つ問いを深く学んでいただく場です。大学院で

の学修を有意義なものにするためには、先人たちが蓄積してきた研究成果を学び、知識への

アクセスに必要な基盤を身につけることが必要不可欠です。また、自分自身の問いに対して、

様々な角度から深く考え、答えを探すために試行錯誤を重ねることも重要です。皆さんには、是

非これらの点を念頭に置きながら学修を進められることを期待しています。

大学院での皆さんの学びの成果は、多くの場合、博士論文や修士論文(あるいは課題研究

論文)の形で結実されることになります。大学院での皆さんの学修成果には、各自のテーマに

関連した知識の集積に対して、皆さんご自身の「プラスアルファ」を付け加えることが求められ

ます。これは決して容易な道ではありませんが、大学院での学修を通じて、自分自身の問いに対

して自らの答えを探す旅に出ていただきたいと思います。教職員一同、そうした皆さんの活動を

応援しています。

学長 President　田中 悟　Satoru TANAKA

研究科長 挨拶　Message from the Dean

大学で学んだ経験をお持ちの皆さんは、何らかの学問分野で専門的な教育を受けてこられ

たと思います。一つの問題を深く専門的に学んだ時、今までの日常的な観点では気づかなかっ

たことに気づくようになり、周りの世界が新たな目で見えるようになることがあります。みなさん

も、もしかしたらそういう経験をしたことがあるかもしれません。あるいは、まったく専門分野の異な

る別々の授業で学んだことが、思いがけず深いところでつながっていることに気づき、驚いたこ

とのある人もいるかもしれません。

専門的な学習や研究は、外の広い世界に背を向けた閉鎖的で孤独な作業のように思われ

ることがありますが、そうではありません。専門的な領域を深く掘り下げていくのは、世界とより深

くつながるため、より深いところでつながり合っている世界を明らかにするためです。

そのようなつながりが見えた時、世界が新しく見え、その世界のどこに自分がいるのかも見え

てくると思います。そのような景色を見るためには、どんなことであれ、表面的なところで満足する

のではなく、深く掘り下げた探求や思索を行う必要があります。私たちはそうした試みを行おうと

するみなさんを支援するとともに、皆さんと共に常に新たな探求や思索を行っていきたいと考え

ています。

研究科長 Dean　北見 諭　Satoshi KITAMI

神戸市外国語大学学術情報センター壁画モザイク
“AD ALTIORA SEMPER “ －常により高きを求めて

〈表紙について〉
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